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－ 日本の視点から － （３） 









○  12～3 世紀に成立 
Yoichi KANARI 
209
跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 
 
○  作者不明 
○  韻文で書かれた侍（騎士と武士）の物語 
 ニーベルンゲン詩節(Nibelungenstrophe)：二つの短詩行から成る長詩四つで一詩節 
 「平家物語」：琵琶法師による語り物として耳から享受された（平曲と称する） 














う(dieses war nichts anderes als Edelstein und Gold)ニーベルンゲンの黄金も、ハゲネの姦計に
よってラインの川底に沈められてしまった。 
























































































































跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 
 




























































































 しかし、ここで一つ気になるのはやはり、時の流れの問題であろう。第 11 歌章でクリエムヒルト












旧約聖書の「創世記」にもアブラハムは 175 歳、彼の妻サラは 127 歳（第 23 章 1 節）まで生きたと
書かれている。また、「古事記」によれば神武天皇は 137 歳で亡くなり、第 6 代考安天皇 123 歳、第





























































































































































































































































































































 まだ 16 歳であった小宰相を見初めた頃の通盛の歌が残されている。 
 
 我が恋は ほそ谷河のまろ木橋 
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